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主な内容 桜も咲き、

久慈市にもようやく

春が訪れました。
（写真：市民体育館前の桜）

— 春、到来 —
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議
会
基
本
条
例
を
全
会
一
致
で
可
決

通
称
〝
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
基
本
条
例
”

　

第
15
回
市
議
会
３
月
定
例
会
は
、
２
月
７
日
か
ら
３
月
４
日
ま
で
の
26
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
山
内
隆
文
市
長
が
施
政
方
針
を
、
鹿
糠
敏
文
教
育
委
員
長
が
教
育
行
政
方
針
を
述
べ
、
当
初

予
算
は
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
各
会
派
を
代
表
し
て
５
人
が
、
個
人
で
２
人
の
議
員
が
登
壇
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
な
ど
34
件
の
市
長
提
出
議
案
と
、
久
慈
市
議
会
基
本
条
例
な
ど
２
件
の
議
員

発
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
す
べ
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

基本条例の制定は多くの新聞・雑誌等で取り上げられています

市

議

会

を

読

む

◎
第
15
回
市
議
会
３
月
定
例
会

　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
、
各

特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計
の

当
初
予
算
９
件
は
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

●
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算

　

一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
歳
入

歳
出
の
予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
２�

４
０
億
４
９
０
０
万
円
と
し
、
前

年
度
の
当
初
予
算
と
比
較
し
て

４
・
３
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
な
ど
10
件
の
補
正
予

算
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

●
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）

　

既
定
の
予
算
額
に
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
19
億
９
７
４
万
８
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
２
９
７
億
９�

７
２
１
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　

条
例
の
制
定
な
ど
の
議
案
15
件

を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

●
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
基
金

条
例

　

公
共
投
資
を
円
滑
に
実
施
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
を
図
る

た
め
の
事
業
に
要
す
る
経
費
の
財

源
に
充
て
る
た
め
、
本
基
金
を
設

置
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

●
久
慈
市
議
会
基
本
条
例

　

議
会
・
議
員
が
活
動
す
る
に
あ

た
っ
て
の
基
本
原
則
を
定
め
る
と

と
も
に
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会

と
し
て
、
情
報
公
開
と
市
民
参
加

を
積
極
的
に
進
め
る
な
ど
、
議
会

が
目
指
す
姿
を
掲
げ
、
そ
れ
を
市

民
に
お
約
束
す
る
も
の
で
す
。

　

詳
し
く
は
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

○
平
成
26
年
度
久
慈
市
一
般
会
計

予
算反    

対�

城
内 

仲
悦 

議
員

　

防
災
公
園
整
備
事
業
に
絞
っ
て

反
対
す
る
。

　

区
域
設
定
に
お
い
て
、
秘
密
主

義
、
密
室
行
政
が
行
わ
れ
て
い
た

点
。建
設
場
所
の
決
定
に
お
い
て
、�

市
長
の
説
明
責
任
が
欠
如
し
て
い

る
点
。
経
費
節
減
等
を
求
め
る
議

会
の
附
帯
決
議
を
軽
視
し
て
い
る

点
。
多
額
の
財
政
投
入
は
市
の
財�

政
力
を
超
え
た
や
り
方
で
あ
る
点
。

　

以
上
の
点
か
ら
反
対
す
る
。

反    

対　

�

梶
谷 

武
由 

議
員

　

い
わ
て
森
の
ト
レ
ー
生
産
協
同

組
合
か
ら
の
債
権
回
収
問
題
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
１
円
も
補
助
金

の
返
還
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
今

後
も
回
収
で
き
る
の
か
疑
問
で
あ

る
。

　

防
災
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て

の
問
題
点
と
し
て
、
市
の
経
費
負

担
が
増
大
す
る
点
。
平
場
確
保
の

根
拠
が
薄
れ
て
い
る
点
。
住
民
の

了
解
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
事
業
を

強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
。
今

後
、
事
業
費
が
さ
ら
に
か
さ
む
可

能
性
が
あ
る
点
。

　

以
上
の
点
か
ら
反
対
す
る
。

賛    

成　

�

下
川
原
光
昭 

議
員

　

防
災
公
園
が
整
備
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
多
く
の
市
民
が
安
心
し

て
避
難
生
活
が
で
き
る
点
。
中
心

市
街
地
活
性
化
事
業
の
実
施
に
よ

り
、
街
な
か
交
流
の
促
進
や
回
遊

性
が
向
上
し
、
市
街
地
の
活
性
化

に
繋
が
る
点
。
久
慈
小
学
校
屋
内

体
育
施
設
の
完
成
に
よ
り
、
有
事

の
際
に
避
難
所
と
し
て
の
活
用
も

期
待
で
き
る
点
。

　

以
上
の
点
か
ら
賛
成
す
る
。

当
初
予
算

討　

論

討　

論

補
正
予
算

条
例
等

議
員
発
議

当
初
予
算

補
正
予
算

条
例
等

議
員
発
議

議 案 等 審 議 結 果
第１５回市議会３月定例会

【当初予算】

○平成 26年度久慈市一般会計予算
○平成 26年度久慈市土地取得事業特別会計予算
○平成 26年度久慈市国民健康保険特別会計予算
○平成 26年度久慈市後期高齢者医療特別会計予算
○平成 26年度久慈市介護サービス事業特別会計予算
○平成 26年度久慈市魚市場事業特別会計予算
○平成 26年度久慈市漁業集落排水事業特別会計予算
○平成 26年度久慈市公共下水道事業特別会計予算
○平成 26年度久慈市水道事業会計予算

【補正予算】

○平成 25年度久慈市一般会計補正予算（第５号）
○平成 25年度久慈市土地取得事業特別会計補正予算（第１号）
○平成 25年度久慈市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
○平成 25年度久慈市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
○平成 25年度久慈市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）
○平成 25年度久慈市魚市場事業特別会計補正予算（第１号）
○平成 25年度久慈市漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
○平成 25年度久慈市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）
○平成 25年度久慈市水道事業会計補正予算（第２号）
○平成 25年度久慈市一般会計補正予算（第６号）

【条例等】
○地域の元気臨時交付金基金条例
○地域防災センター条例
○歯と口腔の健康づくり条例
○へき地保育所条例の一部を改正する条例
○市営住宅等条例の一部を改正する条例
○地域農村センター条例の一部を改正する条例
○社会教育委員条例の一部を改正する条例
○�小袖漁港海岸災害復旧（23災 665 号防潮堤）工事の請負契約の締
結に関し議決を求めることについて
○�横沼漁港漁港施設機能強化（護岸）工事の請負変更契約の締結に関
し議決を求めることについて
○�辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定及び変更に関し議決を
求めることについて
○�過疎地域とみなされる区域に係る久慈市過疎地域自立促進計画の一
部変更に関し議決を求めることについて
○�岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増減及び
岩手県市町村総合事務組合規約の一部変更の協議に関し議決を求め
ることについて
○�岩手北部広域環境組合からの脱退に関し議決を求めることについて
○市道路線の認定に関し議決を求めることについて（２件）

【議員発議】
○久慈市議会基本条例

○広聴広報特別委員会の設置について

原案可決＝賛成多数
原案可決＝全会一致
原案可決＝賛成多数
原案可決＝賛成多数
原案可決＝全会一致
原案可決＝全会一致
原案可決＝全会一致
原案可決＝全会一致
原案可決＝全会一致

原案可決＝賛成多数
原案可決＝全会一致
原案可決＝全会一致
原案可決＝賛成多数
原案可決＝賛成多数
原案可決＝全会一致
原案可決＝全会一致
原案可決＝全会一致
原案可決＝全会一致
原案可決＝全会一致

原案可決＝全会一致
原案可決＝全会一致
原案可決＝全会一致
原案可決＝全会一致
原案可決＝全会一致
原案可決＝全会一致
原案可決＝全会一致

原案可決＝全会一致

原案可決＝全会一致

原案可決＝全会一致

原案可決＝全会一致

原案可決＝全会一致

原案可決＝全会一致
原案可決＝全会一致

原案可決＝全会一致
原案可決＝全会一致

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議席番号 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議員名
 
議案等名

審
　
議
　
結
　
果

反
　
対

：

賛
　
成

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
梶
谷
　
武
由

下
川
原
光
昭

藤
島
　
文
男

上
山
　
昭
彦

泉
川
　
博
明

木
ノ
下
祐
治

畑
中
　
勇
吉

砂
川
　
利
男

山
口
　
健
一

桑
田
　
鉄
男

澤
里
　
富
雄

中
平
　
浩
志

小
栁
　
正
人

堀
崎
　
松
男

小
倉
　
建
一

小
野
寺
勝
也

城
内
　
仲
悦

下
舘
　
祥
二

中
塚
　
佳
男

八
重
櫻
友
夫

髙
屋
敷
英
則

宮
澤
　
憲
司

大
沢
　
俊
光

濱
欠
　
明
宏

平成 26 年度久慈市一般会計予算 賛成多数 17：５ ● ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ － ○ ○ ○ ●
平成 26 年度久慈市国民健康保険特別会計予算 賛成多数 20：２ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ － ○ ○ ○ ○
平成 26 年度久慈市後期高齢者医療特別会計予算 賛成多数 20：２ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ － ○ ○ ○ ○
平成 25 年度久慈市一般会計補正予算（第５号） 賛成多数 15：４ ● 早 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ － ○ 欠 ○ 離
平成 25 年度久慈市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 賛成多数 18：２ ○ 早 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ － ○ 欠 ○ ○
平成 25 年度久慈市介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 賛成多数 18：１ ○ 早 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 離 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 欠 ○ ○

３月定例会賛否一覧　※これ以外の案件等は全会一致で可決されています。

※　○は賛成　●は反対　欠は欠席　早は早退　離は離席　　※　議長（八重櫻友夫）は採決に加わりません
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総
　
　
　
務

　

総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議

案
６
件
を
審
査
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
う
ち
１
件
に
つ
い
て
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。

●
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
条
例

　

災
害
発
生
時
に
お
け
る
、
地
域

の
災
害
対
応
活
動
の
拠
点
と
す
る

た
め
、
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

施
設
の
名
称
は
「
久
喜
地
区
防

災
セ
ン
タ
ー
」
と
し
、
木
造
平
屋

建
て
、
延
床
面
積
は
１
９
８
・
74

㎡
と
な
り
ま
す
。
施
設
内
に
は
多

目
的
ホ
ー
ル
、
厨
房
、
シ
ャ
ワ
ー

室
な
ど
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
問
】
総
事
業
費
６
３
７
８
万
１ 

千
円
の
内
容
は
。

【
答
】
電
気
設
備
、
管
設
備
を
含

め
た
建
設
主
体
工
事
費
は
、
４
９�

６
６
万
７
千
円
で
、
こ
の
ほ
か
に

設
計
監
理
費
、
旧
久
喜
公
民
館
の

解
体
費
な
ど
が
１
４
１
１
万
４
千

円
で
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、施
設
の
管
理
運
営
、

避
難
施
設
と
し
て
の
物
資
の
配
備

計
画
な
ど
に
つ
い
て
の
質
疑
、
答

弁
が
交
わ
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、

全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

教 

育 

民 

生

　

教
育
民
生
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
４
件
を
審
査
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
う
ち
１
件
に
つ
い
て
概

要
を
紹
介
し
ま
す
。

●
岩
手
北
部
広
域
環
境
組
合
か
ら

の
脱
退
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

岩
手
北
部
広
域
環
境
組
合
か
ら
脱

退
す
る
た
め
、
所
要
の
手
続
き
を

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

【
問
】
他
の
構
成
団
体
の
脱
退
議

案
の
提
出
状
況
は
。

【
答
】
他
の
構
成
市
町
村
の
大
多

数
も
脱
退
議
案
を
提
出
す
る
た

め
、
準
備
を
し
て
い
る
と
伺
っ
て

い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
今
後
の
経
費
負
担

額
、
住
民
へ
の
説
明
責
任
な
ど
に

つ
い
て
の
質
疑
、
答
弁
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　

採
決
に
あ
た
り
、
当
該
組
合
の

解
散
に
あ
た
っ
て
は
構
成
す
る
８

市
町
村
が
合
意
の
元
に
解
散
す
る

こ
と
が
本
来
望
ま
し
い
姿
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
久
慈
市
に
お
い
て

も
、
多
額
の
経
費
負
担
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
責
任
を
国
や
県
に
転
嫁

す
る
こ
と
な
く
、
今
回
の
結
果
を

反
省
し
、
今
後
の
教
訓
と
し
て
生

か
し
て
い
く
よ
う
に
求
め
る
。
と

の
意
見
を
付
し
た
上
で
、
全
員
異

議
な
く
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

産 

業 

建 

設

　

産
業
建
設
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
５
件
を
審
査
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
う
ち
１
件
に
つ
い
て
概

要
を
紹
介
し
ま
す
。

●
市
営
住
宅
等
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住
宅
を

滅
失
さ
れ
た
世
帯
等
の
居
住
の
確

保
を
図
る
た
め
整
備
を
進
め
て
い

る
「
久
慈
湊
・
大
崎
地
区
災
害
公

営
住
宅
」
及
び
「
元
木
沢
地
区
災

害
公
営
住
宅
」
が
、
本
年
３
月
に

完
成
見
込
み
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
市
営
住
宅
と
し
て
設
置
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
条
例
中
で
引
用
し
て
い

る「
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
」

に
規
定
す
る
居
住
制
限
者
に
つ
い

て
、
法
改
正
に
伴
い
所
要
の
整
理

を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

【
問
】
災
害
公
営
住
宅
地
内
に
予

定
さ
れ
る
避
難
所
の
整
備
に
あ

た
っ
て
、
海
抜
標
示
板
を
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。

【
答
】
災
害
公
営
住
宅
の
入
居
者

に
対
し
、
入
居
時
に
海
抜
を
含
め

た
津
波
避
難
に
係
る
説
明
に
努
め

る
と
と
も
に
、
海
抜
標
示
板
の
設

置
に
つ
い
て
内
部
協
議
し
た
い
。

【
問
】
避
難
所
整
備
の
考
え
方
は
。

【
答
】
災
害
公
営
住
宅
地
内
に
整

備
予
定
の
避
難
所
は
、有
事
の
際
、

地
域
住
民
の
避
難
施
設
と
な
る
も

の
で
、
煮
炊
き
・
寝
泊
り
が
で
き

る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
久
慈
湊
・
大
崎
地

区
に
係
る
第
一
次
避
難
所
の
考
え

方
に
つ
い
て
の
質
疑
、
答
弁
が
交

わ
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全
員
異

議
な
く
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

【
問
】
市
内
の
除
雪
出
動
態
勢
の

考
え
方
は
。

【
答
】
幹
線
道
路
や
集
落
に
連
結

す
る
道
路
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
路
線

等
に
つ
い
て
は
、
10
㎝
の
積
雪
を

基
準
に
運
行
を
し
て
い
る
。
そ
れ

以
外
の
路
線
に
つ
い
て
は
20
㎝
の

積
雪
を
基
準
と
し
て
い
る
。

新たに設置された久喜地区防災センター

委
員
会
の
審
査
か
ら

　
総
務
、
教
育
民
生
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
を
２
月
24
日
、
３
月
３
日
に
、
予
算
特
別
委
員
会
を

２
月
27
日
、
28
日
に
開
き
審
査
し
ま
し
た
。

平成２６年度

 一般会計予算  ２４０億４,９００万円
〜前年度比　4.3％減の骨格予算〜

予 

算 

特 

別

　

予
算
特
別
委
員
会
（
桑
田
鉄
男

委
員
長
、
議
長
を
除
く
全
議
員
で

構
成
）
に
付
託
さ
れ
た
平
成
26
年

度
一
般
会
計
予
算
、
土
地
取
得
事

業
な
ど
７
件
の
特
別
会
計
予
算
及

び
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

審
査
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

●
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額
は
、
２
４
０
億
４�

９
０
０
万
円
で
あ
り
、
前
年
度
当�

初
予
算
額
と
比
較
し
て
10
億
８�

４
６
０
万
円
、
４
・
３
％
の
減
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
質
疑

【
問
】
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備

の
導
入
促
進
補
助
金
の
活
用
件
数

は
。
ま
た
蓄
電
池
設
置
に
対
す
る

補
助
を
行
う
考
え
は
無
い
か
。

【
答
】
平
成
24
年
度
の
補
助
実
績

は
54
件
で
、
平
成
25
年
度
は
現
時

点
で
49
件
で
あ
る
。

　

補
助
内
容
は
、
国
の
基
準
等
に

合
わ
せ
て
お
り
、
蓄
電
池
設
置
へ

の
補
助
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

【
問
】
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
事

業
の
内
容
は
。

【
答
】
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
が
適

用
さ
れ
て
い
な
い
、
山
根
町
、
山

形
町
、
夏
井
町
、
侍
浜
町
、
長
内

町
の
一
部
を
解
消
す
る
た
め
の
事

業
で
、
整
備
費
は
10
億
６
３
０
０�

万
円
ほ
ど
で
あ
る
。

【
問
】
小
規
模
災
害
見
舞
金
制
度

の
概
要
は
。

【
答
】
国
の
支
援
制
度
に
該
当
し

な
い
小
規
模
災
害
に
つ
い
て
、
市

独
自
の
支
援
策
を
策
定
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

は
、
全
壊
、
大
規
模
半
壊
に
対
し

支
援
金
を
支
給
す
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
小
規
模
災
害
見
舞
金
制

度
は
、
半
壊
世
帯
、
床
上
浸
水
世

帯
等
に
対
し
見
舞
金
を
支
給
す
る

も
の
で
あ
る
。

一般会計予算の内訳
歳　出（目的別） 歳　入

◆ �民生費…福祉や子育てを支援するためのお金
◆� �総務費…市役所の庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、税金の徴収な

どに使うお金
◆ �土木費…道路や公園などの整備・補修に使うお金
◆ �公債費…市の借金返済などに使うお金
◆ �教育費…学校教育や生涯学習の充実、文化・スポーツなどを推進す

るためのお金
◆ �衛生費…環境の保全や、健康を増進するためのお金
◆ �農林水産業費…農林水産業を振興するためのお金
◆ �災害復旧費…被災した施設を復旧するためのお金
◆ �消防費…消防や火災予防など災害対策のためのお金
◆ �商工費…商工業や観光を促進するためのお金

◆ �地方交付税…人口や環境などの違いで生まれる地方間の格差を調整
するため国から配分されるお金。国が徴収する所得税や法人税など
がもとになっている

◆ �国庫・県支出金…事業など特定の目的の費用として、国・県から交
付されるお金

◆ �市債…大きな事業を行うために、国や金融機関から借り入れるお金

桑田予算特別委員長

災害公営住宅を視察する産業建設委員会

別特算予 員会委
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充
実
と
分
団
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
方
法
の
充
実
を
。

【
答
】
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
等
を
支
給
し
、

「
災
害
に
強
い
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
」

を
構
築
し
た
。
今
後
も
、
地
域
防
災
力

強
化
の
た
め
、
消
防
団
装
備
品
拡
充
に

努
め
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

の
普
及
に
つ
い
て　

ほ
か

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
泉
川
　
博
明 

議
員

中
沢
橋
拡
幅
工
事
の
着
手
は

【
問
】
工
事
の
着
手
が
計
画
よ
り
遅
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
。

【
答
】
当
初
の
予
定
よ
り
遅
れ
て
い
る

が
、
本
年
秋
口
ま
で
に
は
工
事
に
着
手

す
る
予
定
で
あ
り
、
平
成
27
年
度
完
成

を
目
指
す
と
県
か
ら
聞
い
て
い
る
。
市

と
し
て
も
早
期
の
完
成
に
向
け
要
望
し

て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】
さ
け
・
ま
す
ふ
化

場
整
備
／
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て　

ほ
か

　
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
上
山
　
昭
彦 

議
員

消
防
団
の
装
備
品
拡
充
を

【
問
】
現
場
で
活
動
す
る
消
防
団
員
の

活
動
を
今
以
上
に
安
全
か
つ
迅
速
に
す

る
た
め
、
新
基
準
に
合
わ
せ
た
装
備
の

一
般
質
問

一
般
質
問

新
政
会

澤
　
里
　
富
　
雄 

議
員

政
和
会

大
　
沢
　
俊
　
光
　
議
員

総
合
防
災
公
園
の
平
場
は
芝
生
化
が
良
い
の
で
は

北
限
の
海
女
文
化
を
市
の
無
形
文
化
財
に
指
定
す
べ
き
で
は

市
長
─
平
場
を
芝
生
化
し
憩
い
の
場
と
し
て
整
備
し
た
い

教
育
長
─
こ
れ
ま
で
の
調
査
な
ど
を
参
考
に
検
討
し
た
い

各
会
派
の
関
連
質
問

　一般質問は、２月 18 日・20 日の２日間行わ

れ、各会派を代表して、澤里富雄、大沢俊光、

桑田鉄男、畑中勇吉、小野寺勝也の各議員が代

表質問を、梶谷武由、山口健一の各議員が個人

質問を行いました。また、各会派では関連質問

を行いました。質問と答弁の主な内容は次のと

おりです。

新　

政　

会

【
問
】
総
合
防
災
公
園
整
備
事
業
の
平

場
整
備
は
、
ど
の
よ
う
な
構
造
に
な
る

の
か
。
ま
た
、
平
常
時
市
民
が
憩
い
の

場
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
芝
生
化
す

る
考
え
は
。

【
答
】
自
衛
隊
等
の
後
方
支
援
活
動
の

拠
点
、
湊
町
や
大
崎
地
区
の
緊
急
避
難

場
所
と
し
て
、
平
場
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

４
面
に
分
け
て
整
備
し
、
平
常
時
は
、

市
民
が
憩
い
の
広
場
と
し
て
活
用
で
き

る
よ
う
、
芝
生
化
し
た
公
園
と
し
て
整

備
し
た
い
。

【
問
】
久
慈
市
で
も
資
材
価
格
の
高
騰

な
ど
に
よ
り
、
海
女
セ
ン
タ
ー
の
入
札

不
調
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
関
連
工
事
の

一
括
発
注
等
の
対
応
策
は
。

【
答
】
人
手
不
足
や
資
材
不
足
で
海
女

セ
ン
タ
ー
発
注
工
事
入
札
で
不
調
が
生

じ
て
い
る
。
機
会
の
平
等
を
考
え
な
が

ら
有
効
な
手
段
を
検
討
す
る
。

長
坂
地
区
の

　 

道
路
整
備
計
画
は

【
問
】
宇
部
岩
瀬
張
線
長
坂
地
区
の
一

部
が
未
整
備
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
土

砂
の
流
出
や
冬
期
間
の
ス
リ
ッ
プ
な
ど

危
険
な
状
況
に
あ
り
早
急
な
整
備
が
必

要
と
思
う
が
。

【
答
】
長
坂
地
区
の
未
整
備
区
間
は
、

関
係
者
と
の
合
意
形
成
や
用
地
取
得
の

可
能
性
を
見
き
わ
め
な
が
ら
、
整
備
が

進
む
よ
う
努
め
る
。

【
問
】
小
袖
・
久
喜
地
区
の
下
水
道
整

備
は
、
漁
業
集
落
排
水
事
業
で
整
備
し

て
い
る
が
、
宇
部
小
学
校
区
域
の
整
備

計
画
は
。

【
答
】
当
該
地
区
は
、
農
業
集
落
排
水

事
業
で
の
整
備
計
画
だ
が
、
受
益
戸
数

95
％
以
上
の
接
続
同
意
を
満
た
せ
る
か

調
査
す
る
。

【
問
】
減
少
傾
向
に
あ
る
婦
人
消
防
協

力
隊
の
隊
員
確
保
を
考
え
、
装
備
品
の

充
実
や
報
奨
金
の
増
額
等
の
改
善
策
を

考
え
る
べ
き
で
は
。

【
答
】
婦
人
消
防
協
力
隊
は
、
減
少
傾

向
に
あ
る
が
、
地
域
防
災
の
一
翼
を
担

う
重
要
な
組
織
で
あ
り
、
隊
員
の
確
保

を
図
る
た
め
装
備
の
充
実
等
今
後
も
支

援
の
継
続
等
検
討
す
る
。

【
問
】
縄
文
文
化
由
来
の
海
女
物
語
、

歴
史
を
刻
む
北
限
の
海
女
素
潜
り
漁
村

文
化
を
市
の
無
形
文
化
財
に
指
定
す
べ

き
で
は
。

　

ま
た
、小
袖
地
域
の
言
語
文
化「
じ
ぇ

じ
ぇ
じ
ぇ
」
の
由
来
と
歴
史
は
。

【
答
】
海
女
の
無
形
文
化
財
指
定
に
つ

い
て
は
、
三
重
県
が
今
年
１
月
に
「
鳥

羽
、
志
摩
の
海
女
に
よ
る
伝
統
的
素
潜

り
漁
技
術
」
と
い
う
名
称
で
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
し
た
。
当
市
の
「
北
限

の
海
女
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

民
俗
学
的
調
査
や
三
重
県
の
指
定
基
準

等
を
参
考
に
検
討
し
た
い
。

　

ま
た
、「
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
」
の
由
来

に
つ
い
て
は
幾
つ
か
の
説
が
あ
る
が
、

は
っ
き
り
は
し
て
い
な
い
。

【
問
】
久
慈
駅
周
辺
の
第
２
期
開
発
に

よ
る
、
街
な
か
全
体
の
賑
わ
い
創
出
活

性
化
策
は
。

【
答
】
第
１
期
計
画
に
お
い
て
広
域
観

光
拠
点
と
し
て
整
備
し
た
「
や
ま
せ
土

風
館
」
と
、
第
２
期
計
画
で
整
備
す
る

駅
前
広
場
、
複
合
施
設
に
よ
る
駅
前
拠

点
が
連
携
し
、
回
遊
性
向
上
に
加
え
、

商
店
街
の
取
り
組
み
を
推
進
さ
せ
、
中

心
市
街
地
全
体
の
賑
わ
い
を
創
出
し
た

い
。

【
問
】
震
災
時
に
小
袖
、
三
崎
、
久
喜

等
の
沿
岸
一
帯
か
ら
、
宇
部
、
長
内
の

国
道
45
号
に
繋
が
る
「
命
の
道
」
や
三

陸
復
興
道
路
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
道
路
網

の
整
備
計
画
は
。

【
答
】
舘
石
地
区
か
ら
放
射
状
に
大
尻
、

小
袖
、
三
崎
、
久
喜
地
区
へ
道
路
整
備

を
進
め
る
。

　

現
在
は
、
国
道
45
号
へ
ア
ク
セ
ス
す

る
ル
ー
ト
と
し
て
市
道
大
尻
川
原
屋
敷

線
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
問
】
宇
部
川
地
区
ほ
場
整
備
計
画
エ

リ
ア
外
の
中
田
、
田
子
沢
側
の
老
朽
化

し
た
農
業
用
水
路
を
、
連
動
事
業
と
し

て
導
入
で
き
な
い
か
。

【
答
】
地
元
組
合
が
管
理
す
る
当
該
用

水
路
は
国
、
県
の
補
助
事
業
を
導
入
し

て
整
備
が
可
能
な
制
度
は
現
在
は
な

い
。

総合防災公園整備計画案（イメージ）北限の海女素潜り漁の様子

整備計画検討案（イメージ図） 
多目的広場・園路・駐車場・調整池を整備します。 

多目的広場（4） 
造成、駐車場、芝生 

多目的広場（1） 
造成、芝生 

多目的広場（2） 
造成、駐車場、芝生 

多目的広場（3） 
造成、駐車場、芝生 

久慈地区ごみ焼却場 

総合福祉センター 

ぎんたらす 

国道45号 久慈バイパス 湊トンネル 

駐車場 
造成、駐車場 

調整池 

園路 
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も
早
期
の
整
備
を
求
め
て
い
る
が
。

【
答
】
通
学
橋
付
近
の
歩
道
未
整
備
区

間
は
、
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
十
分

に
認
識
し
て
い
る
。
用
地
取
得
が
で
き

る
環
境
が
整
う
よ
う
交
渉
を
続
け
る
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
小
倉
　
建
一 

議
員

長
内
地
区
都
市
区
画
整
理
事
業
は

【
問
】
長
内
地
区
都
市
区
画
整
理
事
業

は
、
事
業
中
止
か
ら
10
年
以
上
に
わ
た

り
都
市
計
画
決
定
の
網
が
か
か
り
、
道

路
、
下
水
道
等
の
整
備
が
な
さ
れ
な
い

ま
ま
土
地
は
塩
漬
け
状
態
に
さ
れ
て
き

た
。
今
後
の
取
り
組
み
の
考
え
は
。

【
答
】
ま
ず
、
都
市
計
画
決
定
の
変
更

を
し
、
事
業
廃
止
に
向
け
て
の
手
続
き

を
進
め
て
い
く
。

　

そ
の
後
、
地
区
の
意
見
や
提
案
等
を

聞
い
て
い
き
た
い
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　
　
　
　
　

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
木
ノ
下
祐
治 

議
員

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
原
料
確
保
は

【
問
】
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
た

地
域
経
済
循
環
の
実
現
に
向
け
、
調
査

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
近
隣
自

治
体
も
同
様
な
事
業
を
展
開
す
る
中
、

原
料
と
な
る
木
質
確
保
の
手
法
は
。

【
答
】
未
利
用
間
伐
材
や
製
材
端
材
な

ど
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
す
る
た

め
、
安
定
し
て
調
達
す
る
こ
と
が
可
能

な
量
の
資
源
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
十

分
な
量
の
原
料
調
達
が
で
き
る
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
中
平
　
浩
志 

議
員

日
吉
町
宇
部
線
の
歩
道
設
置
を

【
問
】
日
吉
町
宇
部
線
の
通
学
橋
付
近

は
歩
道
が
な
い
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も

た
ち
が
大
雪
な
ど
の
際
通
学
に
大
変
苦

労
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
地
元
住
民

一
般
質
問

一
般
質
問

創
政
会

桑
　
田
　
鉄
　
男
　
議
員

清
風
会

畑
　
中
　
勇
　
吉
　
議
員

速
度
制
限
の
規
制
緩
和
を
要
望
す
る
考
え
は

市
長
─
約
９
０
０
０
人
と
見
込
ん
で
い
る

市
長
─
緩
和
要
件
を
ク
リ
ア
で
き
る
か
協
議
し
た
い

政　

和　

会

臨
時
福
祉
交
付
金
の
対
象
者
は

【
問
】
本
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税

に
係
る
、
臨
時
福
祉
給
付
金
措
置
の
対

象
者
数
と
、対
象
者
へ
の
周
知
方
法
は
。

【
答
】
本
給
付
金
対
象
者
は
平
成
26
年

度
の
市
民
税
の
均
等
割
が
課
税
さ
れ
な

い
方
が
対
象
と
な
る
が
、
課
税
さ
れ
て

い
る
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
、
及

び
生
活
保
護
受
給
者
は
除
か
れ
る
こ

と
と
な
り
、
給
付
金
対
象
者
数
は
約

９
０
０
０
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

対
象
者
へ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て

は
、
市
の
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

加
え
、
国
が
示
し
た
個
別
案
内
の
例
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
制
度
の
周
知
に
努

め
た
い
。

 

湊
橋
の
架
け
替
え
は

【
問
】
湊
橋
の
架
け
替
え
に
向
け
て
の

進
め
方
は
。

【
答
】
堤
防
の
か
さ
上
げ
に
伴
い
、
現

在
の
幅
員
４
・
５
ｍ
を
９
・
５
ｍ
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
橋
梁
等
の
詳
細
設
計
や
用
地

測
量
等
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
26
年
度

か
ら
用
地
買
収
や
物
件
補
償
及
び
橋
梁

下
部
工
事
に
着
手
す
る
と
県
よ
り
伺
っ

て
い
る
。

【
問
】
平
成
27
年
度
に
本
格
ス
タ
ー
ト

を
目
指
し
て
い
る
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
制
度
に
あ
わ
せ
た
当
市
の
保
育
料

軽
減
策
は
。

【
答
】
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
に

お
け
る
保
育
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
26

年
度
半
ば
に
、
国
か
ら
公
定
価
格
や
利

用
者
負
担
の
骨
格
が
示
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
基
に
新
た
な
保
育

料
を
設
定
し
て
い
く
中
で
、
当
市
に
お

け
る
さ
ら
な
る
軽
減
措
置
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
自
治
基
本
条
例
制
定
の
考
え
方

は
。

【
答
】
自
治
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
と
な

る
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
は
、
先
行

自
治
体
の
取
り
組
み
等
を
十
分
に
研
究

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
国
道
２
８
１
号
な
ど
、
県
都
盛

岡
や
高
速
道
、
新
幹
線
に
接
続
す
る
移

動
時
間
の
短
縮
を
図
る
た
め
、
速
度
制

限
の
規
制
緩
和
を
要
望
す
る
考
え
は
。

【
答
】
速
度
規
制
の
緩
和
に
つ
い
て
改

正
が
行
わ
れ
、
一
般
道
路
に
お
い
て
道

路
構
造
の
水
準
が
高
く
安
全
性
が
確
保

さ
れ
る
場
合
は
、
時
速
70
㎞
以
上
の
規

制
速
度
で
走
行
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　

こ
の
場
合
、
歩
行
者
、
原
動
機
付
き

自
転
車
等
の
通
行
止
め
規
制
の
条
件
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
速
度
規
制
の
緩
和
要

件
を
ク
リ
ア
で
き
る
か
ど
う
か
関
係
機

関
と
協
議
し
た
い
。

【
問
】
東
北
地
方
の
医
学
部
新
設
に
つ

い
て
、
市
、
県
立
病
院
等
の
医
師
確
保
、

医
療
充
実
性
の
効
果
、
影
響
に
つ
い
て

の
見
解
は
。

【
答
】
東
北
地
方
に
医
学
部
が
増
え
る

こ
と
は
、
卒
業
生
が
東
北
に
残
る
確
率

が
高
ま
り
、
医
師
不
足
の
解
消
に
つ
な

が
り
、
将
来
的
に
医
療
充
実
の
一
助
に

な
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　

一
方
、
医
学
部
新
設
に
よ
り
、
医
師

教
員
ス
タ
ッ
フ
の
引
き
抜
き
に
よ
る
医

師
不
足
を
生
じ
さ
せ
る
懸
念
も
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
東
北
市
長
会
等
を
通
じ
て

医
師
確
保
と
医
療
充
実
が
図
ら
れ
る
よ

う
要
望
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
観
光
や
闘
牛
大

会
、
白
樺
林
な
ど
の
観
光
振
興
策
と
し

て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用

し
、
イ
ベ
ン
ト
や
受
け
入
れ
施
設
、
取

り
組
み
内
容
の
充
実
を
図
る
考
え
は
。

【
答
】
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
不
特
定

多
数
の
人
に
資
金
提
供
を
呼
び
か
け
事

業
実
施
す
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　

事
業
ア
イ
デ
ィ
ア
の
妥
当
性
を
検
証

で
き
る
な
ど
長
所
も
あ
る
が
、
計
画
変

更
時
の
対
応
な
ど
課
題
も
あ
る
こ
と
か

ら
制
度
の
内
容
等
に
つ
い
て
研
究
し
た

い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

山
形
地
区
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
更
新
に
つ

い
て　

／
や
ま
せ
土
風
館
の
太
陽
光
発

電
に
つ
い
て　

ほ
か

現在の湊橋の様子

国道 281 号沼袋トンネル付近
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◆
下
川
原
光
昭 

議
員

新
井
田
地
区
の
雨
水
排
水
対
策
は

【
問
】
大
雨
の
影
響
に
よ
る
久
慈
川
の

水
位
上
昇
に
伴
う
、
新
井
田
地
区
の
雨

水
排
水
対
策
は
。

【
答
】
今
後
、
下
水
道
雨
水
排
水
計
画

に
基
づ
き
、
浸
水
被
害
歴
や
財
政
状
況

を
勘
案
し
な
が
ら
、
ポ
ン
プ
場
の
整
備

に
取
り
組
み
た
い
。

　

な
お
、
ポ
ン
プ
場
が
整
備
さ
れ
る
ま

で
の
間
は
、
仮
設
排
水
ポ
ン
プ
に
よ
り

対
応
し
て
い
き
た
い
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
下
舘
　
祥
二 

議
員

「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
効
果
に
つ
い
て

【
問
】「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
出
演
者
と
の
繋

が
り
を
強
く
持
ち
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
出

演
し
て
も
ら
う
考
え
は
。

【
答
】
20
数
名
の
出
演
者
に
特
別
住
民

票
を
交
付
し
、
広
報
紙
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
特
産
品
を
贈
呈
す
る
な
ど
し
て
、

縁
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

今
後
も
可
能
な
限
り
イ
ベ
ン
ト
等
に

も
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
い
く
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
濱
欠
　
明
宏 

議
員

小
規
模
災
害
見
舞
金
制
度
運
用
は

【
問
】
小
規
模
災
害
見
舞
金
制
度
が
平

成
26
年
１
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
が
、

支
給
要
綱
を
改
正
す
る
場
合
の
手
続
き

は
。
ま
た
、
こ
の
制
度
に
該
当
と
な
る

13
カ
月
を
遡
っ
て
全
壊
、
大
規
模
半
壊

に
認
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
か
。

【
答
】
支
給
要
綱
の
改
正
は
市
長
の
告

示
行
為
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
本
制

度
で
は
な
く
市
の
被
災
者
生
活
再
建
支

援
金
制
度
に
お
い
て
、
災
害
の
発
生
し

た
日
か
ら
13
カ
月
遡
っ
て
、
全
壊
、
大

規
模
半
壊
し
た
世
帯
が
対
象
と
な
る
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

一
般
質
問

日
本
共
産
党
久
慈
市
議
団

小
野
寺
　
勝
　
也
　
議
員

社
会
民
主
党

梶
　
谷
　
武
　
由
　
議
員

防
災
公
園
区
域
の
変
更
を
な
ぜ
隠
し
た
の
か

市
の
防
災
公
園
計
画
と
県
の
計
画
と
の
整
合
性
は

市
長
─
昨
年
の
７
月
に
国
に
提
出
し
た
が
決
定
で
は
な
か
っ
た

市
長
─
県
の
計
画
に
当
市
が
選
ば
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念

創　

政　

会

【
問
】
防
災
公
園
の
区
域
設
定
で
、
通

称
立
成
地
区
を
含
ん
で
い
る
の
で
は
な

い
か
と
昨
年
の
12
月
議
会
で
指
摘
し
た

が
、
市
長
は
幾
度
と
な
く
変
わ
っ
て
い

な
い
と
答
弁
し
て
き
た
。

　

国
交
省
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
昨
年

11
月
に
市
の
資
料
を
基
に
立
成
地
区
を

含
む
区
域
設
定
し
た
資
料
を
作
成
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

国
交
省
に
立
成
地
区
を
含
む
区
域
設

定
を
提
出
し
た
の
は
い
つ
か
。
ま
た
、

情
報
隠
し
で
は
な
い
の
か
。

【
答
】
立
成
地
区
を
含
む
方
向
で
検
討

し
た
の
は
事
実
で
あ
り
、
26
年
度
予
算

要
求
で
提
出
し
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
決
定
で
は
な
い
が
、
国
交

省
に
提
出
し
た
の
は
昨
年
の
７
月
で
あ

る
。

【
問
】
中
心
市
街
地
の
活
性
化
は
駅
前

広
場
整
備
事
業
、
複
合
施
設
整
備
事
業

に
５
年
間
で
18
億
円
を
投
資
し
、
回
遊

性
を
高
め
、
賑
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と

で
中
心
市
街
地
の
商
店
の
売
り
上
げ
が

伸
び
、
所
得
が
向
上
す
る
こ
と
が
眼
目

だ
と
思
う
が
、
そ
の
目
標
値
が
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

【
答
】
商
業
統
計
が
廃
止
と
な
り
、
把

握
が
困
難
で
、
目
標
値
の
設
定
が
で
き

な
い
。

歴
史
民
俗
資
料
室
の

　
　
　
常
設
公
開
を

【
問
】
児
童
、
生
徒
が
歴
史
民
俗
資
料

に
間
近
に
触
れ
る
こ
と
は
、
現
在
を
知

り
、
未
来
を
展
望
す
る
上
で
も
大
切
で

あ
り
、常
設
公
開
す
る
べ
き
と
思
う
が
。

【
答
】
資
料
室
の
常
時
公
開
の
必
要
性

は
強
く
認
識
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に

建
築
基
準
法
の
規
制
に
適
合
す
る
よ

う
、
防
災
設
備
等
の
整
備
を
計
画
的
に

進
め
て
い
き
た
い
。

【
問
】
広
島
・
長
崎
は
戦
争
の
悲
惨
さ
、

核
の
恐
ろ
し
さ
、
そ
し
て
平
和
の
尊
さ

を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
。
平
和
教
育

の
一
つ
と
し
て
広
島
・
長
崎
に
中
高
生

を
派
遣
す
べ
き
と
思
う
が
。

【
答
】
児
童
、
生
徒
が
広
島
・
長
崎
で

原
爆
や
戦
争
の
悲
惨
さ
を
学
ぶ
こ
と

は
、
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
で
、
今
後
、

関
係
部
局
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
県
広
域
防
災
拠
点
整
備
構
想
で

は
、
後
方
支
援
拠
点
は
沿
岸
部
と
内
陸

部
の
中
間
エ
リ
ア
と
な
っ
て
お
り
、
ま

た
、
避
難
所
等
と
重
複
し
な
い
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
が
、
県
の
計
画
と
の
整
合

性
に
欠
け
る
の
で
は
な
い
か
。

【
答
】
県
広
域
防
災
拠
点
配
置
計
画
が

公
表
さ
れ
、
二
戸
、
葛
巻
、
北
上
、
遠

野
に
後
方
支
援
拠
点
を
配
置
す
る
案
と

な
っ
て
い
る
。
今
回
の
素
案
に
久
慈
が

盛
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ

る
。

　

避
難
場
所
と
の
重
複
に
つ
い
て
は
、

８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
平
場
を
つ
く
り
、
避

難
施
設
や
情
報
伝
達
、
自
衛
隊
等
と
の

割
り
振
り
を
考
え
て
い
く
。

久
慈
川
河
口
の

閉
塞
状
況
の
解
消
は

【
問
】
最
近
、久
慈
川
河
口
が
ふ
さ
が
っ

て
久
慈
橋
付
近
か
ら
下
流
は
流
れ
が
悪

く
、
台
風
や
大
雨
の
際
、
市
街
地
の
排

水
に
支
障
が
出
る
恐
れ
が
あ
る
。
土
砂

撤
去
の
対
策
は
。

【
答
】
県
で
は
、
河
口
付
近
の
閉
塞
状

況
を
見
な
が
ら
、
例
年
数
回
の
河
道
掘

削
を
行
っ
て
い
る
。
市
街
地
の
被
害
が

危
惧
さ
れ
る
の
で
抜
本
的
解
決
策
を
含

め
、
適
正
な
河
川
の
維
持
管
理
を
引
き

続
き
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

閉塞状況が懸念される久慈川下流

久慈市歴史民俗資料室（旧長内中学校）

一
般

質
問

↓ ↓

↓
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◆
小
栁
　
正
人 

議
員

や
ま
せ
土
風
館
の
太
陽
光
発
電
は

【
問
】
平
成
26
年
度
に
や
ま
せ
土
風
館

へ
設
置
予
定
の
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
規
模
と
予
算
は
。

【
答
】
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
に
設
置

予
定
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
、 

15　
kw
の
太
陽
光
発
電
機
と
、
蓄
電
池

15　
kw
で
あ
る
。

　

環
境
省
の
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
基
金
を
活
用
し
、
約
４
０
０
０
万
円

の
費
用
を
想
定
し
て
い
る
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
髙
屋
敷
英
則 

議
員

ス
ク
ー
ル
バ
ス
更
新
の
考
え
は

【
問
】
山
形
地
区
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
７

台
中
４
台
が
、
12
〜
15
年
が
経
過
し
、

融
雪
剤
等
に
よ
る
劣
化
に
伴
う
ト
ラ
ブ

ル
が
続
出
し
て
い
る
。

　

事
故
等
が
心
配
さ
れ
る
た
め
計
画
を

前
倒
し
し
て
更
新
す
る
考
え
は
。

【
答
】
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
の
安
全
確

保
に
は
万
全
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
財
政
当
局
と
も
協
議
し
、
な
る
べ

く
早
い
時
期
の
更
新
を
目
指
し
た
い
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
城
内
　
仲
悦 

議
員

平
和
大
使
に
つ
い
て

【
問
】
中
高
生
を
８
月
の
広
島
・
長
崎

に
送
る
こ
と
は
他
自
治
体
で
も
行
っ
て

い
る
。
当
市
で
も
実
現
に
向
け
て
検
討

し
て
は
。

【
答
】
平
和
教
育
と
い
う
、
教
育
だ
け

の
観
点
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
市
の
基

本
的
な
姿
勢
と
し
て
、
市
長
部
局
と
協

議
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え

て
い
る
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

自
転
車
の
交
通
安
全
対
策
は

市
長
─
広
報
や
交
通
安
全
教
室
等
で
対
応
す
る

日
本
共
産
党
久
慈
市
議
団

【
問
】
昨
年
、道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、

自
転
車
は
車
道
の
左
側
通
行
と
な
っ
た
。

市
民
に
ル
ー
ル
の
周
知
が
徹
底
さ
れ
て

い
な
い
と
思
う
が
、
当
市
の
取
り
組
み

は
。

【
答
】
自
転
車
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

は
、
文
書
回
覧
に
よ
り
周
知
を
し
て
い

る
。
今
後
は
、
市
内
の
各
学
校
で
行
わ

れ
る
交
通
安
全
教
室
で
の
指
導
や
、
広

報
紙
、
防
災
行
政
無
線
な
ど
に
よ
り
周

知
を
徹
底
し
た
い
。

【
問
】
巽
山
公
園
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
利
用
し
て
い
る
た
め
、
時
計
の
設
置

や
駐
輪
場
の
確
保
が
必
要
と
思
う
が
。

【
答
】
巽
山
公
園
は
大
型
遊
具
等
が
充

実
し
て
お
り
、
利
用
者
が
多
い
公
園
と

認
識
し
て
い
る
。

　

公
園
内
の
時
計
設
置
及
び
駐
輪
場
の

確
保
は
、
今
後
の
利
用
状
況
や
必
要
性

に
つ
い
て
調
査
、
研
究
し
て
い
く
。

【
問
】
国
で
は
、
昨
年
12
月
に
地
域
防
災

力
充
実
強
化
法
が
施
行
さ
れ
、
消
防
団

員
の
処
遇
改
善
、
装
備
品
や
訓
練
の
充

実
を
図
る
と
し
て
い
る
が
、
当
市
の
取

り
組
み
は
。

【
答
】
当
市
で
は
消
防
団
の
強
化
を
図

る
た
め
、
団
員
の
避
難
ル
ー
ル
の
設
定

や
、
救
命
胴
衣
等
装
備
品
の
充
実
を

図
っ
て
き
て
い
る
。今
後
に
お
い
て
も
、

団
員
が
安
全
か
つ
効
率
的
に
活
動
で
き

る
よ
う
整
備
を
図
り
、
教
育
訓
練
等
の

充
実
に
努
め
る
。

交通安全教室での指導

公
明
党

山
　
口
　
健
　
一
　
議
員

一
般

質
問

　

久
慈
市
議
会
で
は
、
３
月
定
例

会
に
お
い
て
「
久
慈
市
議
会
基
本

条
例
」
を
提
案
し
、
全
会
一
致
に

よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

３
月
４
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ

の
条
例
は
、「
こ
れ
ま
で
に
ね
ぇ

発
想
に
よ
り
、
ま
さ
に
〝
じ
ぇ

じ
ぇ
じ
ぇ
〟
な
議
会
を
目
指
し
て

い
ぐ
べ
ぇ
」
と
い
う
思
い
を
込
め

て
、通
称「
久
慈
市
議
会
じ
ぇ
じ
ぇ

じ
ぇ
条
例
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
文
中
に
は
、
よ
り
市
民

に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
の
考
え
か
ら
、
前
文
に
方
言

を
用
い
る
こ
と
や
、
市
民
と
の
自

由
な
意
見
交
換
の
場
と
し
て
「
か

だ
っ
て
会
議
」
を
設
置
す
る
こ

と
、
議
会
活
動
が
市
民
の
生
活
に

ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た　
　
　

か
を
常
に
検
証
す
る
こ
と
な
ど
、

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す

久
慈
市
議
会
の
決
意
が
数
多
く
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
８
月
の
改
選
後
の

正
・
副
議
長
選
挙
に
お
け
る
立
候

補
者
の
所
信
表
明
に
お
い
て
、
現

議
長
の
八
重
櫻
友
夫
議
員
よ
り
、

議
会
改
革
に
取
り
組
む
と
の
表
明

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、平
成
23
年
10
月
に「
議

会
改
革
検
討
委
員
会
（
桑
田
鉄
男

委
員
長
）」
が
設
置
さ
れ
、
北
川

正
恭
氏
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
教

授
）
の
講
演
を
機
に
、
①
議
会
報

告
会
、
②
議
員
間
討
議
、
③
請

願
・
陳
情
提
出
者
の
発
言
機
会
の

設
定　

の
３
点
を
改
革
事
項
と
し

て
試
行
実
施
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

　

平
成
24
年
12
月
に
は
、
改
革
の

検
討
か
ら
具
体
的
な
推
進
を
進
め

る
べ
く
、
議
長
を
除
く
全
議
員
23

名
で
構
成
す
る
「
議
会
改
革
推
進

特
別
委
員
会
（
桑
田
鉄
男
委
員

長
）」
を
設
置
し
、
そ
の
中
に
３

つ
の
専
門
的
な
分
科
会
を
組
織
し

て
、
更
な
る
改
革
の
推
進
に
向
け

議
論
・
研
究
を
進
め
ま
し
た
。

　

久
慈
市
議
会
基
本
条
例
の
特
徴

と
し
て
、
議
会
活
動
が
市
民
生
活

に
ど
う
影
響
を
し
た
か
の
検
証
を

行
う
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、「
議
会
活
動

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
用
い
、
情

報
公
開
・
住
民
参
加
な
ど
各
項
目

ご
と
に
達
成
度
、
問
題
点
な
ど
を

洗
い
出
し
、
今
後
の
取
り
組
み
に

生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
議
員
、
市
民
、
市
に
縁

の
あ
る
方
な
ど
が
、自
由
に
意
見
・

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
え
る
場
と
し

て
「
か
だ
っ
て
会
議
」
を
設
置
し

た
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
市
長
等
へ
の
反
問

権
の
付
与
、
議
員
間
で
の
討
議
の

重
視
、
議
会
報
告
会
の
開
催
、
議

決
事
件
の
追
加
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
の
積
極
的
活
用
な
ど

を
条
文
化
し
て
い
ま
す
。

議
長
選
挙
で
の

所
信
表
明
が

き
っ
か
け

じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ

条
例
の
特
徴
は

活発な議論が交わされる議会改革推進特別委員会

久慈市議会基本条例【前文】
　おら達

だぢ

の住む久慈市は、碧い海と緑豊かな大地に囲
かご

まれた自然

いっぺぇの郷土であり、このごどをおら達
だぢ

は誇りに思っている。

　久慈市民（以下「市民」という。）がら直接選ばれだ議員どう

で構成する久慈市議会（以下「議会」という。）はおんなじよう

に市民がら直接選ばれだ久慈市長（以下「市長」という。）どと

もに、久慈市を代表する機関である。

　この二つの代表機関は、おだげぇに市民の思いに応
こだ

えるために

、議会は議員どうによる合議制の機関どして、市長は独任制の機

関どして、与
あだ

えられだ権限のもどにおだげぇの特性のいいどごを

生がして、市民の思いを市政にちゃんと反映させるために競い合

ったり、協力し合ったりしながら、久慈市にとって一
いぢ　ばん

番いい意思

決定を導くための共通の使命が与
あだ

えられでいる。

　おらぁどう議会は、議会に与えられだこの使命を達成するため

に、これまでにねぇ発想により、まさに“じぇじぇじぇ”な議会

を目指していぐべぇという思いを込めで、この条例（通称「久慈

市議会じぇじぇじぇ基本条例」という。）をこさえ、

市民の思いに力いっぺぇ応
こだ

えていぐごどを決意する。

“じぇじぇじぇ”
な議会を目指して

—　久慈市議会基本条例を制定　—

↓

清　

風　

会
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く
じ
市
議
会
だ
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■
編
集
　
広
聴
広
報
特
別
委
員
会
　
　
■
発
行
　
久
慈
市
議
会
　
久
慈
市
川
崎
町
一
番
一
号
　
　
■
印
刷
　
㈲
九
戸
印
刷

再生紙と大豆インクを使用しています

　

久
慈
市
議
会
基
本
条
例
（
素

案
）
に
対
し
て
24
件
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
か

ら
の
ご
意
見
の
一
部
と
市
議
会

の
考
え
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
ご
意
見
】
通
称
「
じ
ぇ
じ
ぇ

じ
ぇ
基
本
条
例
」
に
方
言
を
利

用
、
使
用
す
る
の
は
、
久
慈
市

民
に
は
馴
染
ま
な
い
し
、
他
自

治
体
の
視
察
訪
問
の
際
に
、
方

言
条
例
の
設
立
趣
旨
に
時
間
を

要
し
、
本
来
の
視
察
項
目
を
説

明
、
議
論
せ
ず
に
終
了
す
る
こ

と
大
で
す
。

　

方
言
は
、
そ
の
地
方
、
地
域

の
歴
史
、
文
化
、
風
俗
、
生
活

を
密
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

小
袖
地
区
の
「
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
」

を
利
用
す
る
こ
と
は
い
さ
さ
か

方
言
の
地
域
性
を
愚
ろ
う
し
、

他
地
区
住
民
に
説
明
し
て
も
納

得
し
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
」
の
方
言

は
、
小
袖
地
区
の
歴
史
的
生

活
に
重
み
の
あ
る
言
葉
で
す
。

軽
々
し
く
肥
大
化
さ
せ
る
こ
と

は
戒
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

他
の
市
町
村
議
会
か
ら
も
注

目
さ
れ
、
模
範
と
な
る
べ
き
も

の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
時
し
の
ぎ
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

を
意
識
し
、
観
光
を
目
指
す
の

と
は
意
味
が
違
う
の
で
、
こ
の

条
例
に
は
反
対
し
ま
す
。

【
考
え
方
】
本
条
例
は
、
議
会
・

議
員
が
活
動
す
る
に
あ
た
っ
て

の
基
本
原
則
を
定
め
る
と
と
も

に
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
と

し
て
市
民
参
加
を
積
極
的
に
進

め
る
な
ど
、
議
会
が
目
指
し
て

い
く
姿
を
市
民
と
約
束
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
市
民

に
こ
の
条
例
を
手
に
と
っ
て
読

ん
で
も
ら
い
、
親
し
ん
で
も
ら

う
こ
と
が
大
前
提
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
こ
と
と
併
せ
、

久
慈
市
を
全
国
に
発
信
し
た
い

と
い
う
想
い
も
私
た
ち
議
員
の

中
に
は
強
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
前

文
に
全
国
で
も
例
の
な
い
方
言

を
取
り
入
れ
、
地
域
性
を
前
面

に
出
し
た
親
し
み
の
あ
る
、
注

目
し
て
い
た
だ
け
る
条
例
を
策

定
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、「
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
」
が

流
行
語
大
賞
に
選
ば
れ
た
こ
と

は
、
私
た
ち
も
大
変
誇
り
に
感

じ
て
お
り
ま
す
。「
じ
ぇ
じ
ぇ

じ
ぇ
」
は
歴
史
的
に
も
生
活
の

中
で
も
地
域
住
民
に
使
わ
れ
て

き
た
重
み
の
あ
る
言
葉
で
す
。

　

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
方
言
の

地
域
性
を
愚
ろ
う
す
る
考
え
は

な
く
、
む
し
ろ
、
大
切
に
使
っ

て
い
く
覚
悟
の
表
れ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い

ま
す
。

【
ご
意
見
】
多
く
の
情
報
公
開
が

必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
情
報

公
開
の
あ
り
方
も
考
え
る
必
要

が
あ
る
。

【
考
え
方
】
ア
ナ
ロ
グ
・
デ
ジ
タ

ル
の
両
手
段
を
活
用
し
、
各
世

代
の
方
々
に
情
報
が
届
く
よ
う

工
夫
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

編

集

後

記

  

広
聴
広
報
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

小
野
寺　

勝　

也

　

１
年
余
を
か
け
て
調
査
・
検
討

を
重
ね
て
き
た
「
久
慈
市
議
会
基

本
条
例
」
が
３
月
に
制
定
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
を
受
け
て
「
広
聴
広

報
特
別
委
員
会
」
が
委
員
11
名
で

発
足
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
「
議
会
広
報
編
集

特
別
委
員
会
」
を
廃
止
し
、「
広

く
市
民
の
声
を
聴
く
」、「
広
く
お

知
ら
せ
し
て
い
く
」
こ
と
を
主
目

的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

早
速
、「
く
じ
市
議
会
だ
よ
り
」

の
紙
面
を
刷
新
し
、
興
味
を
持
っ

て
も
ら
い
、
読
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
工
夫
を
し
た
つ
も
り
で
す
。

　

時
を
同
じ
く
し
て
新
市
長
も
誕

生
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
市
議
会
に
関

心
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
広
聴

広
報
特
別
委
員
会
の
設
置
が
提

案
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
で
は
、
市
議
会
報

の
編
集
・
発
行
を
行
う
ほ
か
、
議

会
報
告
会
の
開
催
、
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
な
ど
、
市
議
会

の
広
聴
・
広
報
に
関
す
る
事
項
を

所
管
し
ま
す
。

方
言
の
使
用
は

  

馴
染
ま
な
い
の
で
は

広
聴
広
報
特
別
委
員
会

高
齢
化
社
会
で
の

　
　
　  

情
報
公
開
は

写
真
前
列
右
か
ら
、
桑
田
鉄
男
委
員
、

畑
中
勇
吉
副
委
員
長
、
小
野
寺
勝
也
委

員
長
、
梶
谷
武
由
委
員
、
泉
川
博
明
委

員
、
後
列
右
か
ら
、
上
山
昭
彦
委
員
、

小
栁
正
人
委
員
、
砂
川
利
男
委
員
、
小

倉
建
一
委
員
、
山
口
健
一
委
員
、
下
川

原
光
昭
委
員

報告

ト
ン
メ
コ

ク
ッ
リ
ブ
パ


